
気
候
変
動
に
よ
り
自
然

界
に
様
々
な
異
変
が
起
き
て
い
る
。
当
神
社
で

身
近
に
感
じ
る
の
は
沖
ノ
島
の
海
の
変
化
で
あ

る
。
海
藻
が
明
ら
か
に
減
少
し
、沢
山
獲
れ
て

い
た
ア
ワ
ビ
は
壊
滅
状
態
に
あ
り
、魚
の
漁
獲

量
も
同
様
で
、沖
ノ
島
近
海
で
操
業
す
る
漁
船

も
少
な
く
な
っ
た
▼
こ
の
磯
焼
け
原
因
で
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
ウ
ニ
の
食
害
で
、ウ
ニ
駆
除
や

養
殖
な
ど
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
沖
ノ
島
の

社
務
所
付
近
に
も
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
が
沢
山
生
息

し
て
い
た
が
五
～
六
年
前
に
は
消
滅
し
た
。
そ

の
原
因
は
分
か
ら
な
い
が
、ウ
ニ
が
捕
食
す
る

海
藻
が
無
く
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
も
考

え
ら
れ
る
。ウ
ニ
が
磯
焼
け
の
原
因
で
あ
れ
ば
、

沖
ノ
島
の
海
藻
が
再
生
し
て
良
さ
そ
う
だ
が
、

そ
う
な
る
気
配
は
な
い
。
つ
ま
り
沖
ノ
島
の
磯

焼
け
は
ウ
ニ
だ
け
で
は
な
い
複
合
的
要
因
で
あ

る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
▼
日
本
の
国
土
面
積
は

世
界
第
六
一
位
だ
が
、排
他
的
経
済
水
域
を
含

め
る
と
世
界
第
六
位
の
広
さ
を
有
し
て
い
る
。

ま
さ
し
く
日
本
は
海
洋
国
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
日
本
は
海
の
環
境
改
善
に
お
い
て
世
界
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
べ
き
だ
と
感
じ
る
。	

（
幹
）

辺
津
宮
末
社
仮
殿
遷
座
祭

大
島
地
神
社
例
祭

能
登
半
島
地
震
被
災
地
支
援

豊
福
家
文
書
・
ご
案
内

神
宝
館
だ
よ
り
・
み
こ
こ
ろ

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
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令
和
二
年
よ
り
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
本
殿
周
囲
に
鎮
座
す
る

末
社
二
十
二
社
の
修
復
を
進
め
て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
に
十
四
社
が

終
了
し
、今
年
度
は
五
社
の
修
復
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

工
事
に
先
立
ち
、六
月
十
六
日
、御
祭
神
に
仮
殿
へ
お
遷
り
い
た

だ
く
仮
殿
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
午
後
七
時
五
十
分
参
進
、同

八
時
末
社
出
御
、遷
座
の
儀
が
行
わ
れ
無
事
仮
殿
へ
と
入
御
さ
れ
た
。

工
事
終
了
は
、来
年
三
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
る
。

六
月
五
日
、
清
々
し
い
陽
気
の
中
、
大
島
・
津
和

瀬
地
区
に
鎮
座
す
る
地
神
社
に
お
い
て
例
祭
が
斎
行

さ
れ
た
。
多
く
の
氏
子
が
参
列
し
、海
上
安
全
、大

漁
満
足
が
祈
ら
れ
た
。
魚
な
ど
多
く
の
品
々
が
お
供

え
さ
れ
た
が
、願
い
を
小
石
に
込
め
て
お
供
え
す
る

風
習
も
残
っ
て
い
る
。
祭
典
後
に
は「
民
宿
つ
わ
せ
」

で
直
会
が
行
わ
れ
た
。

大
島
　
地
神
社
例
祭

辺
津
宮
末
社
仮
殿
遷
座
祭

今
年
度
修
復
す
る
末
社

① 

藤
宮
神
社
ほ
か
五
社

（
岡
堺
神
社
・
楯
崎
神
社
・
上
高
宮
神
社
・
上
袴
神
社
・
山
下
神
社
）

② 

稲
庭
上
神
社
ほ
か
五
社

（
宮
地
嶽
神
社
、與
里
嶽
神
社
、浦
神
社
、土
穴
若
宮
神
社
、森
神
社
）

③ 

妙
見
神
社
ほ
か
五
社

（
荒
熊
神
社
、山
部
神
社
、御
竃
神
社
、山
師
神
社
、君
達
神
社
）

④ 

千
得
下
符
神
社
ほ
か
六
社

（
北
崎
四
所
神
社
、須
田
神
社
、地
主
神
社
、厳
島
神
社
、

下
高
宮
神
社
、照
日
神
社
）

⑤ 

祇
園
神
社
ほ
か
六
社

（
縫
殿
神
社
、内
浦
若
宮
神
社
、酒
田
神
社
、伊
久
志
神
社
、

示
現
神
社
、熊
野
神
社
）
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六
月
十
五
日
十
三
時
よ
り
宗
像
市
漁
業
協
同
組

合
　
製
氷
庫
施
設
に
て
宗
像
漁
協
青
壮
年
部
、宗
像

市
職
員
、宗
像
大
社
神
職
、巫
女
職
員
ら
に
よ
る
能

登
半
島
地
震
被
災
地
海
士
町
へ
の
募
金
箱
製
作
が
行

わ
れ
た
。

本
年
の
四
月
十
八
日
に
宗
像
漁
協
組
合
長
、宗
像

市
副
市
長
、宗
像
大
社
宮
司
で
石
川
県
輪
島
市
海
士

町
へ
義
援
金
の
贈
呈
の
た
め
、現
地
を
訪
れ
被
災
地

の
状
況
を
視
察
し
た
と
こ
ろ
、地
震
発
生
か
ら
四
ヶ

月
が
経
て
も
復
興
が
進
ん
で
お
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の

再
興
の
目
途
が
立
た
な
い
厳
し
い
現
況
を
目
の
当
た

り
に
し
た
。

帰
福
後
、宗
像
漁
協
を
中
心
と
し
て
宗
像
市
・
宗

像
大
社
で
引
き
続
き
中
長
期
的
な
支
援
の
必
要
性
を

再
認
識
し
更
な
る
義
援
金
活
動
の
継
続
を
す
る
運
び

と
な
っ
た
。

宗
像
市
内
五
十
ヶ
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
多
く

の
皆
さ
ん
の
支
援
を
海
士
町
に
届
け
る
た
め
、ま
ず

募
金
箱
の
製
作
か
ら
と
り
か
か
っ
た
。
こ
の
募
金
箱

製
作
に
あ
た
り
資
材
の
購
入
を
検
討
し
て
い
た
と
こ

ろ
、地
元
製
材
所
か
ら
無
償
で
資
材
を
提
供
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
、さ
ら
に
部
材
の
切
断
・
加
工
に
つ
い

て
も
地
元
工
務
店
が
無
償
で
お
引
き
受
い
た
だ
い
た
。

募
金
箱
製
作
当
日
は
非
常
に
暑
い
中
で
は
あ
っ
た

が
約
三
十
名
の
有
志
で
作
業
し
、約
一
時
間
で
五
十

個
の
募
金
箱
が
完
成
し
た
。
こ
れ
か
ら
こ
の
募
金
箱

を
宗
像
市
内
各
所
に
設
置
し
幅
広
く
多
く
の
方
の
支

援
を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
。
地
震
発
生
か
ら
月
日

が
経
つ
と
ど
う
し
て
も
人
々
の
記
憶
が
薄
く
な
り
、

復
興
支
援
の
機
運
が
低
下
す
る
が
、こ
れ
か
ら
三
年

間
は
義
援
金
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

多
く
の
皆
様
方
の
賛
同
を
お
願
い
し
た
い
。

能
登
半
島
地
震 

被
災
地
支
援

募
金
箱
製
作

能登半島地震 被災地支援
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豊
福
家
史
料
は
全
部
で
一
六
〇
点
ほ
ど
あ
り
、年

代
は
近
世
か
ら
近
代
初
期
に
渡
り
、豊
福
民
秉
の
収

集
し
た
神
道
学
や
古
典
類
の
学
術
書
が
大
半
を
占
め

る
。
そ
の
う
ち
今
回
奉
納
さ
れ
た
十
八
件
は
、近
世

の
宗
像
大
社（
近
世
に
は「
田
島
宮
」と
称
さ
れ
た
）

と
豊
福
家
の
歴
史
が
伝
わ
る
貴
重
な
一
群
で
、当
社

の
歴
史
や
神
事
の
関
係
史
料
、当
社
蔵
の
社
家
文
書

と
の
比
較
検
討
に
意
義
を
有
す
る
史
料
、著
名
な
近

世
地
誌
の
関
連
史
料
な
ど
を
含
む
。
奉
納
文
書
を
精

査
し
、古
代
か
ら
中
世
、近
世
へ
の
、宗
像
三
女
神
信

仰
の
継
承
と
展
開
の
解
明
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

こ
の
た
び
の
御
奉
納
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、中
世
か
ら
近
代
ま
で
宗
像
大
社
に
奉

仕
し
た
豊と

よ
ふ
く福
家
の
史
料「
豊
福
家
文
書
」十
八
件
が

宗
像
大
社
へ
奉
納
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、去
る
令
和

六
年
六
月
十
五
日
、宗
像
大
社
辺
津
宮
に
於
い
て
奉

納
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

豊
福
家
文
書
は
、干
場
安
曇
氏
が
自
身
の
祖
母
か

ら
譲
り
受
け
た
、宗
像
社
神
職
の
豊
福
家
に
伝
来
し

た
史
料
で
あ
る
。
豊
福
家
は
中
世
宗
像
社
に
お
い
て

僧
職
の
最
高
位
で
あ
る
学
頭
と
し
て
活
動
し
、故
実

や
記
録
の
伝
承
に
も
関
わっ
た
家
で
あ
る
。特
に
近
世

初
期
に
活
動
が
見
え
る
豊
福
長ち

ょ
う
が賀
は
、中
世
宗
像
社

の
貴
重
な
記
録
で
あ
る『
宗
像
社
家
文
書
惣
目
録
』や

『
宗
像
宮
年
中
行
事
』を
書
写
し
、「
宗
像
社
社
頭
古

絵
図
」の
作
成
を
企
画
し
た
等
の
功
績
が
知
ら
れ
る
。

当
史
料
は
干
場
氏
の
祖
母
か
ら
伝
来
し
、祖
母
は

そ
の
祖
父
・
豊
福
民み

ん
ぺ
い秉

か
ら
本
史
料
を
譲
り
受
け
た

と
伝
わっ
て
い
る
。
豊
福
民
秉
は
明
治
六（
一
八
七
三
）

年
生
、國
學
院（
現
國
學
院
大
學
）を
卒
業
後
、明
治

三
十
五
年
頃
か
ら
宗
像
神
社
禰
宜
と
し
て
奉
職
し
た
。

豊
福
家
文
書

奉
納
奉
告
祭
を
斎
行

大
祓
神
事
の
ご
案
内

大
祓
神
事
は
年
に
二
回
行
わ
れ
、六
月
の
大
祓

を
夏
越
の
祓
と
い
う
。
当
社
で
は
旧
暦
の
六
月
、

新
暦
に
す
る
と
例
年
七
月
に
相
当
す
る
七
月

三
十
一
日
に
斎
行
し
て
い
る
。

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
つ
い
た
半
年
間
の
穢

れ
を
祓
い
、無
病
息
災
を
祈
る
夏
越
の
大
祓
神
事
。

皆
様
の
御
参
列
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
七
月
三
十
一
日（
水
）午
後
五
時

場
所
　
宗
像
大
社
辺
津
宮
　
神
門
前

大
祓
神
事
に
引
き
続
き
本
殿
に
て
夏
越
祭
を
斎
行
。

「寛政十二歳龍宮御祭帳」
寛政12（1800）年、
豊福秀久による古記録。
当時の神事祭礼の日時等が
記録されている。

5
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6

中
世
宗
像
社
の
神
事（
二
）

七
月
の
行
事
と
い
え
ば
七た

な
ば
た夕
を
思
い
浮
か
べ
る
方

が
多
い
だ
ろ
う
。
旧
暦
七
月
七
日
は
五
節
句
の
ひ
と

つ
で
、
中
世
宗
像
社
で
も「
七
夕
虫
振
神
事
」と
い

う
七
夕
祭
と
曝ば

く

涼り
ょ
う（

虫
干
し
）の
神
事
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

中
津
宮
の
鎮
座
す
る
宗
像
大
島
は
七
夕
伝
説
発

祥
の
地
と
も
呼
ば
れ
、同
社
で
は
現
在
も
旧
暦
七
月

七
日
に
合
わ
せ
て
、
七
夕
祭
が
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

中
世
に
も「
七
夕
虫
振
神
事
」が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在
イ
メ
ー
ジ
す
る
彦
星
と
織
姫
の
七
夕
伝
説
に
近

い
伝
承
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た	

『
筑ち

く

前ぜ
ん
の

国く
に

続し
ょ
く
ふ
ど
き

風
土
記
』と
い
う
地
誌
に
、
大
島
天
の

川
の
両
岸
に
あ
る
牽け

ん
ぎ
ゅ
う牛

社
・
織し

ょ
く
じ
ょ女

社
の
二
社
で
行
わ

れ
る
縁
結
び
の
儀
式
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
儀

式
は
社
伝
史
料
に
記
さ
れ
た
神
事
で
は
な
い
が
、一

説
に
は
鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
も
の
と
伝
わ
る
。

さ
て
中
世
宗
像
社
の
七
夕
の
神
事
の
際
、大
宮
司

が
身
に
着
け
た
の
は「
木と

く
さ賊
色
」の
狩
衣
で
あ
っ
た
。

こ
の
衣
装
は
季
節
問
わ
ず
、七
夕
以
外
の
神
事
に
も

度
々
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、「
木
賊
色
」の
平
絹
に

裏
は「
柳や

な
ぎい

ろ
う
す
あ
お
く
」、「
袖
の
糸
五
色
組
み

交
ぜ
」と
あ
っ
て
、ち
ょ
う
ど
青
い
笹
の
葉
と
色
と
り

ど
り
の
七
夕
飾
り
を
連
想
す
る
色
合
い
で
あ
る
。
夏

の
神
事
を
涼
や
か
に
彩
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。	

（
津
）

神
宝
館
だ
よ
り
87

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・みこころ

季
節
柄 

湿
度
が
高
く
、
蒸

し
暑
い
日
々
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
体
調
管
理
を
怠
ら
ず
熱
中
症
や
脱
水
症
に

は
、十
分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
▼
さ
て
、夏
と
い
え

ば
多
く
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
夏
フ
ェ
ス
や
海
水
浴
、
B 

B 

Q
や
花
火
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
中
で
も
花
火
が
と
て
も
好

き
で
す
▼
昔
は
、
打
ち
上
げ
花
火
の
大
き
な
音
が
苦

手
で
、す
ぐ
家
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
す
が
今
は
、
夜
空
一
面
に
咲
く
花
が
と
て
も
幻
想

的
で
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
▼
ま
た
、
手
持
ち
花
火

も
打
ち
上
げ
花
火
と
は
、別
の
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

特
に
線
香
花
火
は
、
家
族
で
誰
が
長
く
続
く
か
競
い

合
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
く
静
か
な
花
火
で

す
が
眺
め
て
い
る
時
間
は
と
て
も
楽
し
く
良
い
も
の

で
し
た
▼
夏
の
宗
像
大
社
は
春
や
秋
と
は
ま
た
違
う

雰
囲
気
で
と
て
も
緑
豊
か
な
景
色
を
ご
覧
に
な
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
間
近
で
木
々
の
成
長
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
の
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
で
す
。
皆
様

は
新
し
い
楢
の
御
神
木
は
、
も
う
ご
覧
に
な
ら
れ
ま

し
た
か
？
皆
様
も
一
緒
に
御
神
木
の
成
長
を
温
か
く

見
守
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
濱
）

「正平年中行事」、
大島仏神事の項目の一部



屋
根
光
る
朝
と
も
な
り
て
山
々
も
衣
更
え
し
て
風
と
語
ら
う	

本
田
エ
リ
ナ

朝
の
情
景
が
み
ず
み
ず
し
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
山
の
衣
更
え
だ
け
で
は
季
節
が
分
か
り
に
く
い
の
で	

〈
緑
新
た
に
〉
な
ど
と
季
節
感
の
あ
る
言
葉
を
入
れ
て
は
い
か
が
。

「
友
達
と
二
人
で
平
気
」
と
六
歳
児
小
さ
な
背
中
が
遠
く
へ
か
け
て
く	

堺
　
　
玲
子

作
者
の
お
子
さ
ん
だ
と
思
う
が
、
ま
だ
幼
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
親
離
れ
の
言
葉
を
聞
い
て
し
ま
っ
た

の
だ
。
成
長
を
喜
ぶ
と
同
時
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
た
作
者
だ
ろ
う
。

介
護
さ
る
立
場
と
な
り
し
ケ
ア
マ
ネ
は
「
足
り
な
か
っ
た
」
と
省
み
て
言
う	

東
　
　
雅
子

職
業
と
し
て
介
護
を
さ
れ
る
方
も
自
分
が
さ
れ
る
側
に
な
っ
て
初
め
て
分
か
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ

う
。
初
句
は
字
余
り
で
も
〈
介
護
さ
る
る
〉
ま
た
は
〈
介
護
さ
れ
る
〉
に
。

陽
光
を
よ
ろ
こ
ぶ
や
う
に
風
が
舞
ふ
夕
べ
の
草
を
ま
き
こ
み
な
が
ら	

佐
々
木
和
彦

緑
の
草
を
き
ら
き
ら
光
ら
せ
な
が
ら
風
が
吹
く
。
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
風
景
が
み
ず
み
ず
し
く
詠

ま
れ
た
一
首
。「
草
を
ま
き
こ
み
な
が
ら
」
の
描
写
に
景
が
見
え
て
く
る
。

と
り
立
て
て
会
話
は
な
く
も
日
が
過
ぎ
る
声
出
す
た
め
の
声
出
し
て
お
り	

吉
﨑
美
沙
子

夫
婦
は
結
婚
生
活
が
長
く
な
る
と
会
話
が
少
な
く
て
も
用
が
足
り
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し

て
声
を
出
す
と
い
う
の
が
面
白
い
。
四
句
の
助
詞
は
〈
に
〉
の
方
が
良
い
の
で
は
。

読
め
な
い
よ
上こ
う
じ
ょ
う八な
ん
て
言
う
地
名
写
し
間
違
い
八
上
と
い
う
説	

早
川
　
祥
三

宗
像
の
地
名
〈
上
八
〉
は
難
読
地
名
だ
。
上
下
を
入
れ
替
え
た
方
が
音
と
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
説
も
理
解
で
き
る
。
地
名
の
成
り
立
ち
が
面
白
く
詠
ま
れ
、
興
味
深
い
。

台
湾
と
ト
ル
コ
が
絆
を
強
め
合
う
赤
い
ド
ロ
ー
ン
の
太
魯
閣
の
捜
索	
萩
原
　
　
勉

台
湾
の
地
震
の
折
に
ト
ル
コ
か
ら
の
救
助
隊
が
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
。
テ
レ

ビ
な
ど
を
見
て
の
時
事
詠
だ
が
ド
ロ
ー
ン
の
具
体
的
な
描
写
で
現
実
味
が
あ
る
。

い
つ
ど
こ
で
習
っ
た
も
の
か
う
た
た
寝
が
醒
め
て
呟
く
池
塘
春
草
の
夢	

山
﨑
　
公
俊

「
少
年
老
い
易
く
学
な
り
が
た
し
」
で
始
ま
る
漢
詩
の
三
句
目
「
池
塘
春
草
の
夢
」
を
寝
起
き
に
呟
い

た
作
者
。
ど
こ
で
覚
え
た
の
か
は
と
も
か
く
　
深
く
心
に
残
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

柿
実
り
葡ぶ
ど
う萄
色
付
き
栗
彈は
じ
く
豊
か
な
町
は
繁
栄
を
す
る	

秋
𠮷
　
嘉
範

果
実
の
み
の
り
を
並
べ
て
豊
か
な
秋
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
歌
。
作
者
の
住
む
宗
像
の
地
の
繁
栄
を

願
う
、
祈
り
が
籠
っ
て
い
る
歌
だ
と
思
い
な
が
ら
読
ん
だ
。

肌
透
か
し
風
に
追
わ
れ
る
あ
お
も
み
じ	

早
川
　
祥
三

も
も
い
ろ
の
花
の
や
う
な
る
冊
子
と
ど
き
梅
雨
の
家
居
を
一
日
た
の
し
む

収
穫
後
り
ん
ご
の
木
々
は
眠
り
ゐ
ん
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
さ
む
き
七
月

◆ 

選 

者 

詠

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選
　
■
毎
月
25
日
〆
切（
順
不
同
）

第
７
５
５
回

第
７
２
５
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
令
和
六
年
四
月
・
五
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

鈴
鹿
市	

市
場
　
正
訓

福
岡
市	

志
村
か
ず
よ	

一
〇
、〇
〇
〇
円

鹿
嶋
市	

遠
峰
　
初
江

中
央
区
　
　
今
井
貴
之
、遊
佐
ひ
ろ
え

武
蔵
野
市	

守
屋
あ
ず
さ

大
分
市	

岡
本
　
　
誠

大
分
市	

岡
本
　
恵
子	

五
、〇
〇
〇
円

糸
島
市	

有
光
千
鶴
男

神
戸
市	

中
野
　
真
和

名
古
屋
市	

木
村
　
麻
起

岡
山
市	

岩
佐
　
幸
代

阿
蘇
郡	

松
谷
　
　
亮

湖
西
市	

鈴
木
　
利
英

鹿
島
市	

髙
木
美
和
子

神
戸
市	

久
野
　
　
潤

京
都
市	

奥
田
真
由
美

広
島
市	

上
川
弘
次
郎

鞍
手
郡	

小
笠
原
夏
子

大
阪
市	

福
地
　
昭
義	

三
、〇
〇
〇
円

糸
島
市	

國
分
　
一
美	

二
、〇
〇
〇
円

鎌
倉
市	

吉
田
　
佳
弥

北
九
州
市	

堀
　
由
喜
子

江
東
区	

谷
戸
美
穂
子

我
孫
子
市	

松
本
　
良
彦

大
津
市	

小
野
　
芳
彦

久
留
米
市	

大
庭
　
武
浩

桜
川
市	

髙
松
　
惠
子

大
田
区	

宗
像
美
知
雄

大
田
区	

宗
像
志
於
利

十
日
町
市	

大
平
　
孝
夫

小
郡
市	

石
原
　
和
彦

船
橋
市	

武
井
　
亮
憲

北
九
州
市	

白
川
　
由
佳

蕨
　
市	

山
本
多
津
子

泉
南
市	

潘
　
　
陳
蓮

泉
南
市	

潘
　
　
頴
欣

7
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７月 まつりごよみ
───────────────────────────
１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮・第三宮祭
	 宗像護国神社祭	
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮・第三宮祭
	 終了後		祇園祭
────────────────────
31日	 大祓式	 午後	5	時
	 於：辺津宮神門前
	 引続き		夏越祭
	 於：辺津宮本殿
────────────────────

文 ふ
み
づ
き
月
　
第
762号

2024年
7月
1日
発
行（
月
刊
）／
宗
像
大
社
　
〒
811─

3505　
福
岡
県
宗
像
市
田
島
2331　

電
話（
0940）62─

1311（
代
）　
https://w

w
w
.m
unakata-taisha.or.jp/

七
月
に
入
り
愈
々
夏
本
番
を
迎

え
、
当
社
に
お
い
て
も
夏
越
祭
を
始
め
疫
病
除
け
や

猛
暑
を
乗
り
切
る
た
め
の
祭
事
が
続
く
時
期
と
な

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
こ
れ
ら
の
祭
り
が
本
来
の
目
的

と
は
違
え
、
密
集
を
避
け
る
た
め
や
む
な
く
斎
行
で

き
な
い
状
況
が
続
い
た
が
、
昨
年
よ
り
は
全
国
的
に

祭
り
が
再
開
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
▼
小
紙
本
号
に

も
記
載
の
通
り
、
宗
像
市
鐘
崎
の
海
女
達
が
つ
な
い

だ
縁
に
よ
り
石
川
県
輪
島
市
海
士
町
へ
の
中
長
期
的

な
直
接
支
援
の
為
、
宗
像
漁
協
が
主
体
と
な
り
募
金

活
動
を
開
始
す
る
事
と
な
っ
た
。
現
地
は
ま
だ
ま
だ

復
興
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
る
と
聞
く
。
氏
子
崇
敬

者
の
皆
様
に
は
趣
旨
ご
理
解
の
上
、
多
く
の
お
気
持

ち
を
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
▼
一
層
の
猛
暑

が
予
想
さ
れ
る
今
年
の
夏
に
更
な
る
災
い
が
無
き
よ

う
心
よ
り
夏
越
し
の
祭
り
を
奉
仕
し
た
い	　
　
（
長
）

編
集
後
記
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